






















































































































　 翌1894年 に は、 中 西 牛 郎（1859-1930） が「 佛 敎 史 編 纂 の 困 難 」 
（1894年）を著して「歐洲に於て大乘非佛說論の最も勢力あるもの」と











0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
も之を佛陀自身の說法となし、全く小說的なる光景敍事をも歷史的
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
に佛陀が某の時某の處にて某々の弟子に語りし處なりとせり
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、」（6）






0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
らざるを知り、又同時に宗敎的には大乘經典亦盡く佛の金口に出で












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　 1 ． 印順の中國佛敎認識が太虛より遙かに深刻で、單なる改革では
濟まないほど變質し衰微しているという考えを持っていた。
　　 2 ． 僧侶として社會に積極的に働きかけを行った太虛とは異なり、
身體が丈夫でなく、學究肌であった印順は、現實の社會や佛敎
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